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旨要の胃hfヨ「内文E命
ペ多毛鋼，貧毛鋼(環形動物門)に見られる巨大ヘモグロビンの形状，大きさ，分子量，等電点，
プチド鎖の分子量などの性質は類似している。 これら巨大ヘモグロビンの分子構築についてしかし，
この研究に用いられたニッポンオフエリア (Travisia japo ・は実験的根拠に乏しく解明されていない。
多毛鋼)は体腔液中と血柴液中の両方に溶存型の巨大ヘモグロビンを持っている。nica: 環，
ニッポンオフエリアに存在する二種類の溶存型の巨大ヘモグロビンの種々の性質を比較検従って，
及びこれら巨大ヘモグロビンの分子構築を解明することを目的とした実験を行い次の結討すること，
果を得た。
1 .体腔液中と血築液中に溶存する巨大ヘモグロビンは，分子量 (3X10 6) ，形状，大きさ(六角柱
SDSポリアクリルアマイドゲル電気泳動 (SDSPAGE) 法状，直径22~25nm，厚さ 15~17nm) , 
による分子量， N末端アミノ酸，アミノ酸組成などの物理化学的，生化学的な性質に有意な差はな
また免疫学的検定からは同一の抗原性を持つことが示された。
した精製ニッポンオフエリア巨'大ヘ2. SDS存在下でS-S結合を還元 (2- メルカプトエタノール)
18000の分子量に相当する 4 本のパ17000, 16000, モグロビンは SDSPAGE法によると 14000 ，
ンドを持つ。これら 4 本のバンドに対応する 5 本のポリペプチド鎖をと生ミに近いサブユニットと
G lx (14000) , して分離した。各ペプチド鎖のN末端アミノ酸と SDSP AGE法による分子量は，
Glx (17000) , Glx (18000) であった。 Glx (14000) 鎖のヘム 1 モ
(16000) 鎖， Gly (16000) 鎖， Glx (17000) 鎖の 3 つの混合物の
Val (1 6000) , Gly (16000) , 
-488-
Val ル当りの分子量は 16000で，
それは 19000であった。
二次元SDSP AGE法から Val (16000) 鎖は鎖内S-S結合を持つことが示唆された。さらに
Val (16000) 鎖と Glx (1 8000) 鎖はともに鎖間 S-S結合に関与しないが， Glx (14000) 鎖と
Gly (16000) 鎖と Glx (17000) 鎖は鎖間 S-S結合に関与していることが示唆された。
3. 巨大ヘモグロビンを部分的に解離 (pH8.0) させたときに生じる分子量24万の分子種と分子量
300万の分子種の混合物の条件をかえる (pH6. 0) と，分子量24万の分子種が消失し，分子量300万
の分子種が再会合されることが示されたO
これらの結果をもとにしてニッポンオフエリア巨大ヘモグロビンの分子構築について考察を行った。
論文の審査結果の要旨
環形動物は分子量約 300 万の巨大ヘモグロビンをもっO この論文は環形動物の一種ニッポンオフエ
リアのもつ巨大ヘモグロビンを精製し その諸性質を調べ それがどのような構成単位からできてい
るかを明らかにしたものである。
ニッポンオフエリアでは体腔液と血柴液とに巨大ヘモグロビンが溶存している。本論文ではまず，
この両方のヘモグロビンを別々にとり出し その大きさ 形状化学的組成，抗原性などを比較し，
それらが同一の分子であると考えられることを示した。
次にこの巨大ヘモグロビンを構成単位に分離し，分子量14000 から 18000 にわたる 5 種のポリペプチ
ド鎖を得た。またこれらの鎖聞及び鎖内には S-S結合の存在することを示した。これらの構成単位
は“生"に近い状態で分離されたものであるが 次にそれらからもとの巨大ヘモグロビンを再構成す
ることを試み中間段階までそれに成功をした。
環形動物の体腔液中と血築液中の巨大ヘモグロビン分子の比較を行うとともにそれらの構成単位へ
の分離について上のような明確な結果を示した仕事はこれまでにない。
以上により，本論文は学位論文として価値あるものと認める。
-489-
